Revised Edition SUNSHINE Readings
学習指導計画案
１．到達目標

	　まとまりのある英文を読んで，情報や書き手の意向などを理解する能力を伸ばすとともに，この能力を活用して主体的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育てる。

　読みの本来の目標である内容理解とそれを支える読みの速度をつけることに重点を置き，「１分間60～80語の速さで黙読し，正確に内容を理解する力」をミニマムとしてすべての生徒につけさせたい。


２．学習計画および評価方法

(1) 学習計画等

	学期
	月
	学 習 内 容 と ね ら い
	備　考

(学習活動の特記事項)
	考査範囲

	第

１

学

期

第１学期
	4
	Lesson 1  Country Music
<題材> アメリカ民衆音楽の原点
<機能・表現> Talking about your likes and dislikes
<言語材料> ①頻度を示す副詞の位置　②関係代名詞の非制限用法
③不定詞の形容詞的用法
Practical Reading 1　ピザ店の注文の仕方
	・英語を聞いて，小休止するところを確認しつつ斜線を入れて，意味の区切りに注意しながら音読させる。
	第１学期中間考査

	
	5
	Lesson 2  The Auction

<題材> 病気の治療費を得るため自分の大事な子羊を競売会で売ろうとする少女と，それを知った買い手の農家の人達との心温まる話。
<機能・表現> Expressing sympathy to someone who is very ill
<言語材料> ①過去完了　②代名詞＋形容詞(形容詞の後置)

③現在分詞を用いた分詞構文(付帯状況)

Practical Reading 2　航空機搭乗前のチェック・インの注意事項
	・語彙，文法・構文，表現などに注意しながら精読する。Section ①，②，③に英語で小見出しをつけさせる。


	

	
	6
	Lesson 3  Water Crisis in South Asia

<題材>インド西部での水飢饉のレポート。新聞記事。
<機能・表現> Grasping the main point of a scientific article
<言語材料> ①S(動名詞を含む名詞句)＋be動詞＋C
　②条件節のない仮定法のcould　③受け身の進行形

Grammar for Reading 1　自動詞と他動詞，他
	・語，句，文などの小さな単位にこだわらず，パラグラフ単位で本課の概要を読み取らせる。
	第１学期期末考査

	
	6
	Lesson 4  The Julia Belle Swain and Her Captain

<題材> 米国ミシシッピ川の蒸気船の船長と乗客達とのふれあいを描く。
<機能・表現> Talking about a job that you think is hard
<言語材料> ①S＋be動詞＋数字を含む副詞句＋C
　②副詞(句)＋be動詞＋S　③S＋V(知覚動詞)＋O＋C(原形不定詞)
Practical Reading 3　ブリティッシュ・プディングの作り方
	・多義語に焦点をあて，文脈から意味をとらせる。(例) life, turn, close, stillなど。
	

	
	7
	Lesson 5  Angkor, City Forgotten by Time

<題材> 400年間，熱帯雨林の中で眠っていたアンコール遺跡は偶然に発見され，歴史の謎がひとつ解き明かされることになった。

<機能・表現> Informing someone of important historic spots
<言語材料> ①S＋V(想像を表す動詞)＋O＋C(分詞)　②助動詞＋完了形
　③with＋O＋分詞(付帯状況)

Practical Reading 4　ニューヨークの観光案内のホームページを読む。
	・旅行社のパンフレット等を活用して，世界遺産についてposter board presentation形式で発表させる。
	

	
	【課題・提出物等】

　次のトピックについて「スピーチ原稿」または「英作文」を提出させる。

　①A letter to a person who used to be a good friend of mine

　②What I do on weekends

	
	【第１学期の評価方法】

　リーディングの評価は，授業の中や定期考査等を通して計画的・継続的に行う。英文のタイトルを考える，筋の通った文章に並べかえる，cloze test，ワークシートを活用するなどして，題材に合わせてさまざまな評価方法を試みる。



	第

２

学

期

第２学期


	9
	Lesson 6  Black Rain

<題材> 井伏鱒二原作『黒い雨』より，主人公閑間重松が広島市の横川駅で被爆し，キノコ雲を目撃した時のすさまじい状況が語られる。
<機能・表現> Praising someone for bravery

<言語材料> ①前置詞＋関係代名詞
　②S＋V(be動詞以外の自動詞)＋C(現在分詞)　③be動詞＋that節
Grammar for Reading 2　句動詞の種類，他
	・人間の永遠の哀感を表現した戦争文学の代表作『黒い雨』の読後感を英語でまとめて発表させる。
	第２学期中間考査

	
	10
	Lesson 7 Evonne－The Flowering of a Sixteen-Year-Old Girl

<題材> 高校生活を満喫しているアフリカ系アメリカ人少女，イーヴァンがかつて経験した苦悩と葛藤。
<機能・表現> Talking about student leaders in your school

<言語材料> ①and so do(代動詞)＋S　②S＋help＋O＋C(原形不定詞)

③過去分詞を用いた分詞構文

Practical Reading 5　典型的なアメリカ人気質を考える。
	・高校生イーヴァンの苦悩を共感的に読み取り，彼女にあてた英文の手紙またはe-mailを書かせる。
	

	
	10
	Lesson 8  Dress for Effect

<題材> 「服装は人格を表す」と言われることがあるが，服装とそれが他者に与える印象とのかかわりが述べられる。

<機能・表現> Talking about fashions in clothing

<言語材料> ①関係代名詞what　②suggest＋that節(V＝仮定法現在)
　③接続詞＋分詞
Practical Reading 6　新聞の広告欄を読む。
	・“Clothes do not make the man.”の命題のもとで，トーナメント方式のディベートを行わせる。
	

	
	11
	Lesson 9  The Mystery of Mallory and Irvine ’24
<題材> ヒラリー卿より約30年前にエヴェレスト登頂を目指した英国人登山家マロリーの遺体発見により，世界最高峰登頂の謎が明かされる……
<機能・表現> Expressing excitement at sports

<言語材料> ①It＋be動詞＋whether節　②It＋seemなど＋that節
　③It＋look like

Grammar for Reading 3　名詞と形容詞の関係，前置詞の働き，他
	・多読・速読を目指して，自分の読み取りたい特定の情報を求めて，scanning(さがし読み)をさせる。
	第２学期期末考査

	
	12
	Lesson 10  A Christmas Present from a Cat

<題材> 英国ヨークシャーの獣医ヘリオット先生が，野良猫の運んできたクリスマス・プレゼントについて愛情込めて語る動物物語。
<機能・表現> Telling why you like/do not like dogs/cats

<言語材料> ①同格節　②It＋be動詞＋C(時間)＋before ～
　③thanの関係代名詞的用法
Practical Reading 7　イギリスの高校生の時間割
	・多読・速読を目指して，skimming (すくい読み)によって，要旨や筆者の意図をすばやく読み取らせる。
	

	
	【課題・提出物等】

　次のトピックについて「スピーチ原稿」または「英作文」を提出させる。

　①The town where I live

　②Why I prefer fiction/nonfiction

	
	【第２学期の評価方法】

　内容理解力を測定するために，文章の概要や要点を書かせる，意味のまとまりを分けさせる，文脈にそった語句の意味を言わせる，内容についての質問に答えさせる，空所をうめさせる等の多様な方法をとる。友だちの書いた英文などを読ませる機会も設ける。

	第

３

学

期
	1
	Lesson 11  Future Talk－A Conversation with Bill Gates
<題材> コンピュータ社会の未来を語る
<機能・表現> Talking about the near future
<言語材料> ①get＋O＋C（過去分詞）　②受け身の動名詞
③to不定詞を受ける仮目的語のit

Practical Reading 8　大学入学のための推薦状の依頼のしかた
	・日本語を介さずに，書かれている順序に頭から読んで理解させる。読むことの楽しさを味わわせる。
	第３学期
学年末

考

査

	
	2
	Lesson 12  The Diary of Anne Frank

<題材> 長い隠れ家生活の中でも希望を失わないアンネは，ペーターを元気づける。その時，外で車の止まる音がする。『アンネの日記』より。

<機能・表現> Talking about things you like to do with your family

<言語材料> ①It seem＋as if節　②S＋V(be動詞以外の自動詞)＋C(過去分詞)　③whateverの関係形容詞用法
Grammar for Reading 4　関係代名詞と関係副詞，他
	・グループワークを取り入れ，ドラマを演じさせる。

・相互評価を通して，より高い価値を追求させる。
	

	
	3
	For Appreciation: There Will Come Soft Rains

<題材>作家Ray Bradburyが広島の原爆の惨禍に想を得て一気に書き上げた，核戦争後のアメリカ。

<機能・表現> Reading between the lines

<言語材料> 復習
	・生徒自らに読む目的を考えさせ，主体的に読み方を選択させる。

・表情をつけて音読させる。

・多読活動につなげる。
	

	
	3
	English Proverbs

Song: Top of the World

Haiku: Let’s Go on Haiku!
<機能・表現> Talking about your favorite kind of music

<言語材料> ①否定　②無生物主語
	・ことわざのパロディーを作らせる。(例) Scarcity is the mother of invasion.
	

	
	【課題・提出物等】

　次のトピックについてレポートを提出させる。

　①A description of my English class

　②Why reading is important

	
	【第３学期の評価方法】

　英文をある程度の速さで読めなければ，役に立たないばかりでなく楽しくもない。第３学期は多読力の評価も加味する。読みの正確さは真偽問題，空所補充問題，部分訳などで確かめることができる。読みの速度が問題の量とテストの時間で測れるように工夫する。



	【年間の学習状況の評価方法】

　学習過程における評価を大切にし，指導の充実・改善に役立たせる。生徒自身が各自の目標をどの程度達成できたかが確認できるような指導と評価の一体化を図る。また，具体的な評価規準を作成し，生徒自身による自己評価や相互評価等も加えるなどして生徒の学習の達成状況を適切に評価する。読むことそのものを楽しんでいるかどうかは，自己評価でしか測れない。


	確かな学力を身に付けるためのアドバイス
	・日本語に訳さず英文の流れにそって意味をとる。「パラグラフ→文→語句」の順で内容理解を行うことが望ましい。

・文中の語句の意味をその文脈で決定することを習慣づけるようにする。未知の語句の意味を文脈から類推する力も身に付ける。

・フレーズ読みをする。小休止する所に斜線を入れ，次に英語を聞きながら確認し，さらにその箇所に注意しながら読んでみる。

	授業を受けるに当たって守ってほしい事項
	・ただ漫然と単語を追うのでは「リーディング」にならない。英語を読むことによって何かを知ったり，楽しみを得たりするのが「リーディング」であり，英文を辞書を片手に行きつ戻りつしながら日本語に直すのは学習段階としては意味があっても，本来の「リーディング」ではない。前後関係，文脈を頼りに類推しながら読む姿勢を身に付けること。折にふれて文化的背景知識に親しんでおくことも大切である。


(2) 評価の観点及び内容，評価方法

	評価の観点及び内容
	評価方法

	関心･意欲･態度
	　コミュニケーションに関心をもち，英語に慣れ親しみ，英語に対する興味・関心を意欲的に示して，主体的にコミュニケーションを図ろうとしているか。
	・言語活動への参加意欲，貢献度

・課題の提出率とその内容
・eye contact

	表 現 の 能 力
	　英語の文を用いて，自分の意見や考えなどについてだけでなく，身近に起こる事柄についても話したり，書いたりしているか。
	・スピーチと英作文

・ALTとのインタラクション

・プレゼンテーション

・教育ディベート

	理 解 の 能 力
	　英語を聞いたり，読んだりして，その内容を把握するとともに，話し手や書き手の意向などを場面や目的に応じて理解しているか。
	・内容理解の深さと正確さ

・ディスカッションへの取り組み

・要約文と感想文

・クローズ・テスト

	知 識 ・ 理 解
	　英語の学習を通して，世界のいろいろな国の文化や歴史，外国の人々の価値観の相違などを理解し，知識を身につけているか。
	・自由英会話

・ペアワークへの取り組み

・レポートの内容

・文化的背景知識（スキーマ）
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3

